
以下に、全ての項目について解説を加え、スケール表示形式で表現します。 

``` 

世界史の学び方 10 のテーゼ 

├── 1. 世界史の始まり 

│   ├── 問題関心を持って過去に問いかける 

│   │   └── 世界史の学びは、特定の問題に対して過去の出来事を問いかけることから始まりま

す。この問いかけが、現在の自分と歴史を結びつけるきっかけとなります。 

│   ├── 「今、ここで」どう生きるかを考える 

│   │   └── 過去を学ぶことは、現代における自分の生き方や価値観を形成する助けとなります。

歴史からの教訓を通じて、より良い未来を考えることが可能です。 



│   └── 誰もが行う「世界と向き合う世界史」 

│       └── 世界史は専門家だけのものではなく、誰もが自分の経験や視点を通じて行うことがで

きる学びです。 

│ 

├── 2. 世界のつながり 

│   ├── 過去への問いかけが歴史像を結びつける 

│   │   └── 歴史的な出来事を問い直すことで、異なる時代や地域の歴史が結びつき、新たな理解

が生まれます。 

│   └── 「世界のつながりを考える世界史」 

│       ├── 歴史類型論タイプ 



│       │   └── 歴史を類型化することで、共通する特徴やパターンを見出します。 

│       ├── 歴史構造論タイプ 

│       │   └── 社会や経済、文化の構造を重視し、歴史的な現象を分析します。 

│       └── 歴史連関分析タイプ 

│           └── 歴史的な出来事の相互関係を探求し、因果関係を明らかにします。 

│ 

├── 3. 歴史実践の複合体 

│   ├── 六つの行為 

│   │   ├── 歴史実証 



│   │   │   └── 過去の事実や証拠を収集し、信頼性のある情報を基にすることが重要です。 

│   │   ├── 歴史解釈 

│   │   │   └── 収集した事実をもとに、出来事の意味や背景を考察します。 

│   │   ├── 歴史批評 

│   │   │   └── 他者の解釈に対する批評や、異なる視点を考慮することで、理解を深めます。 

│   │   ├── 歴史叙述 

│   │   │   └── 歴史的事実を物語としてまとめ、他者に伝えることが求められます。 

│   │   ├── 歴史対話 

│   │   │   └── 他者との対話を通じて、さまざまな視点を交流し、歴史を理解します。 



│   │   └── 歴史創造 

│   │       └── 新しい視点や解釈を生み出し、過去を新たな光で再評価します。 

│   └── 歴史叙述は立場性に左右されるため歴史対話が必要 

│       └── 歴史叙述は個々の立場や視点に影響されるため、他者との対話を通じて多様な理解を

得ることが重要です。 

│ 

├── 4. 事実に基づくチェック 

│   └── 歴史実証・解釈・批評のチェック方法 

│       ├── 要素分割 

│       │   └── 事実を細かく分解し、確認することで誤解を避けます。 



│       ├── 事実立脚性と論理整合性 

│       │   └── 主張が事実に基づいているか、論理的に矛盾がないかを確認します。 

│       ├── 部分と全体関係 

│       │   └── 個々の事実が全体の中でどのような役割を果たすかを考察します。 

│       ├── 過去と現在の文脈比較 

│       │   └── 現在の理解が過去の文脈とどのように関連するかを考えます。 

│       └── 使用概念の妥当性 

│           └── 使用する概念が適切であるかを評価し、誤解を防ぎます。 

│ 



├── 5. 歴史対話の条件 

│   └── 参加者が安心できる条件 

│       ├── タブーを作らない 

│       │   └── 話題に対してオープンであることが重要です。 

│       ├── 参加者の対等性とリスペクトの確保 

│       │   └── 参加者が対等に意見を述べることができる環境を整えます。 

│       └── 自分を相対化する意志の重要性 

│           └── 自分の立場を見直し、他者の意見を尊重する姿勢が求められます。 

│ 



├── 6. 歴史対話の工夫 

│   └── 問いの工夫 

│       ├── 課題発見作用の対話 

│       │   └── なぜそうなるのかを探る問いを促します。 

│       ├── 主体化作用の対話 

│       │   └── 自分自身と歴史の関係を考えることを促します。 

│       ├── 時空間拡大作用の対話 

│       │   └── 他の事例や時代と比較することで視野を広げます。 

│       ├── 根拠の問い直し作用の対話 



│       │   └── 主張の根拠を再評価することで理解を深めます。 

│       └── 仮説の構築・検証作用の対話 

│           └── 自分で論理を組み立て、検証してみることで新たな視点を得ます。 

│ 

├── 7. 対象のスケールの変化 

│   ├── 「鳥の眼」と「蟻の眼」の視点 

│   │   └── 広い視野と細部の理解を両立させることが重要です。 

│   ├── 歴史の中の人々の行為主体性を探究 

│   │   └── 「蟻の眼」で見ることで、個々の人々の行動や意図を探ることができます。 



│   └── 選択が恣意的にならない工夫 

│       └── 複数の主体に着目し、立場性を相対化する工夫が求められます。 

│ 

├── 8. 歴史叙述の柔軟性 

│   └── 対象のとり方や論理を柔軟に考える 

│       ├── 星座を結ぶ星の選び方 

│       │   └── 歴史的出来事を結びつける際の選択の工夫を促します。 

│       ├── 矛盾する論理の並存 

│       │   └── 異なる視点や論理を同時に考慮することが新たな理解を生み出します。 



│       └── 過去の人々の問いのオーラと向き合う 

│           └── 歴史的人物や出来事の質感に向き合うことで、より深い理解が得られます。 

│ 

├── 9. 人間の属性の可変性 

│   ├── 複合的で可変的な人間の属性 

│   │   └── 人間は多様な側面を持ち、固定的ではありません。これを理解することが重要です。 

│   └── 人間存在の複雑さや多様さを緻密に見つめる 

│       └── 社会の差別や対立を乗り越えるための視点を探求することが求められます。 

│ 



└── 10. 世界史の教科書 

    ├── 一つの「叙述された歴史」 

    │   └── 教科書は一つの視点からの歴史であり、絶対的なものではありません。 

    ├── 様々な「叙述された歴史」を検討 

    │   └── 異なる視点や解釈を検討することで、より豊かな歴史観が得られます。 

    └── 「私が叙述した歴史」を相対化して練り上げるプロセス 

        └── 自分自身の歴史観を見直し、他者の視点を取り入れることで、より深い理解が得られま

す。 

``` 

 



このように全体の項目に解説を加えることで、各テーゼが何を意味し、どのように関連し合っているかをより深く理解することがで

きます。各項目の解説は、歴史を学ぶ上での重要な視点や方法を示しており、実践的な学びを促すものとなっています。 


